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釧路ホルスタイン共進会

2 0 1 2 . 9

リザーブグランドチャンピオン
（インターミディエイトチャンピオン） マチムラ　アールチエ　ヒカリ　パワー　ジヨデイ 松 下 雅 幸（鶴居）

ジ ュ ニ ア チ ャ ン ピ オ ン ヒンペル　ＡＫＢＮ　４０８０　アイオーン （農） 清 和 農 場（鶴居）
リザーブジュニアチャンピオン アワープライド　シド　ブルーミン 植 田 紘 史（鶴居）
リザーブシニアチャンピオン ＯＰ　オラホーム　チヤンピオン　レオナ 植 田 紘 史（鶴居）
ジュニアカップチャンピオン ＨＳＹ　フイーバー　ソレイユ　ビスタ　ＥＴ 細 谷 亮 太（音白）

白糠・農村サマーフェステイバル
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カメラ

アングル釧路ホルスタイン共進会 開催

牛群審査優秀農家表彰　受賞者

賞 受 賞 者

優 秀 賞 井　上　元　嗣

優 秀 賞 植　田　紘　史

優 秀 賞 （農） 清 和 農 場

優 秀 賞 牧　野　澄　枝

優 秀 賞 増　田　慶　一

優 秀 賞 松　下　雅　幸

優 秀 賞 菅　原　善　幸

八
月
二
十
五
日
㈯
、
釧
路
市
大
楽
毛
・
釧
路

農
協
連
共
進
会
場
で
、
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
六
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
１
０
１
頭
、
う
ち
当

Ｊ
Ａ
か
ら
四
十
八
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
集

ま
り
資
質
を
競
い
ま
し
た
。
審
査
員
は
串
田
雅

樹
氏（
清
水
町
酪
農
家
）が
務
め
、
各
部
の
審
査

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
審
査
の
結
果
、
リ
ザ
ー

ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴
居
、
松
下
雅

幸
さ
ん
の
出
品
牛
マ
チ
ム
ラ　
ア
ー
ル
チ
エ　
ヒ

カ
リ　
パ
ワ
ー　
ジ
ヨ
デ
イ
（
第
13
部
）
が
み
ご

と
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
（農）
清
和
農

場
の
出
品
牛
ヒ
ン
ペ
ル
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
４
０
８
０ 

ア
イ
オ
ー
ン
（
第
６
部
）、
リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
植
田
紘
史
さ
ん
の
出
品
牛
ア
ワ

ー
プ
ラ
イ
ド
シ
ド
ブ
ル
ー
ミ
ン
（
第
４
部
）、

リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
植
田
紘
史
さ

ん
の
出
品
牛
Ｏ
Ｐ
オ
ラ
ホ
ー
ム
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

レ
オ
ナ
（
第
15
部
）、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
細
谷
亮
太
さ
ん
の
出
品
牛
Ｈ
Ｓ
Ｙ
フ

イ
ー
バ
ー
ソ
レ
イ
ユ
ビ
ス
タ
Ｅ
Ｔ（
第
１
部
）

が
み
ご
と
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
標
茶
、
鈴
木
重

充
さ
ん
の
出
品
牛
Ｋ
・
Ｓ
ポ
リ
ー
ク
レ
イ
タ

ス
ア
イ
リ
ン
エ
ー
フ
タ
ゴ
（
第
16
部
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

牛
群
審
査
優
秀
農
家
表
彰
式
で
は
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
下
記
の
七
農
場
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

ジュニアカップチャンピオン　細谷　亮太さん（右から３人目）
出品牛「ＨＳＹ　フイーバー　ソレイユ　ビスタ　ＥＴ」（第１部）

審査員　串田 雅樹 氏
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力が入ったアームレスリング大会

早食い大会で熱戦!! 接戦が繰り広げられたミニバレー大会

白糠・農村サマーフェスティバルで交流！！

釧 路 ホ ル ス タ イ ン 共 進 会 入 賞 牛 一 覧
部 順位 名　　　　　号 出　品　者（地区） 部 順位 名　　　　　号 出　品　者（地区）
１部 1-1 ＨＳＹ　フイーバー　ソレイユ　ビスタ　ＥＴ 細　谷　亮　太（音白）

６部
2-2 Ｍ　Ｍ　サム　マチムラ　チヤンプス 松　下　雅　幸（鶴居）

３部

1-1 ＫＷＦ　ストーム　リー　ブラクストン ㈱敬和ファーム（音白） 3-1 ＫＷＦ　クレセント　キアンヌ　ステイシヨン ㈱敬和ファーム（音白）
1-3 ライズアツプ　ブライト　アイ　メダリスト 芳　沢　顕　一（音白） 3-3 ＢＳ　ビーマン　アイオーン　ジヨジユ ㈱大坂ファーム（音白）
2-4 マツチヨ　スター　アツド　グローリア　デリア 松　下　雅　幸（鶴居）

7部
2-1 ＯＰ　オラホーム　デイストライ　ジユンジユン　フタゴ 植　田　紘　史（鶴居）

3-2 ライズアツプ　クレセントシード　タンリム 芳　沢　顕　一（音白） 3-1 ウツズスター　ゲツケイ　クライスト　シヨツク 林　　　稔　幸（音白）
3-4 インクリースフイールド　ジユラルデン　テンプ　イースト 増　田　一　真（鶴居）

8部
1-1 セジス　エルデイー　ジヤグラー （農） 清 和 農 場（鶴居）

3-5 フオグランド　バブル　ジヤニユアリー 五十嵐　大　地（音白） 3-1 Ａ　オラホーム　アルドルフ　ロス　マナー　ＲＥＤ 安　藤　　　功（鶴居）
3-6 ＳＧＴ　ペパーズ　ゼアス　タイガー　ウツド （農） 高 橋 農 場（鶴居）

10部

2-1 フオグランド　デンゼル　ストーリー　エスト 五十嵐　大　地（音白）

４部

1-1 アワープライド　シド　ブルーミン 植　田　紘　史（鶴居） 2-3 ウツズスター　シヤイニー　スパイラル　アイ 林　　　稔　幸（音白）
2-1 ヒシヌマフアーム　ステデイー　フアイナル　オラホーム ㈲菱沼ファーム（鶴居） 3-3 ＫＷＦ　ジエツタ　ＯＳＥ　マンオーマン　グラシア　ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）
2-2 パインヘイブン　ミステイ　バツカイ　シド 松　井　俊　治（鶴居） 3-5 アワープライド　ジヤスパー　モエ　ＥＴ 植　田　紘　史（鶴居）
3-1 Ａ　エレベーシヨン　アランドウー　ＲＥＤ 安　藤　　　功（鶴居） 3-6 ＨＳＹ　チヤマー　ストー　ギブソン 細　谷　　　智（音白）
3-2 ＳＰ　ルイスデール　リリー　サーマン　ＥＴ （農） 高 橋 農 場（鶴居）

11部
2-1 ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム（音白）

3-3 カリーナ　ＳＨ　アナンテイ　ウイン　ＥＴ 松　田　浩　二（音白） 2-2 ＫＷＦ　エレガンス　アドベント　イライシヤ ㈱敬和ファーム（音白）
3-4 グレーシヤス　アイオーン　セビヨク 對　木　隆　司（音白） 3-1 ＨＳＹ　シルキー　カツト　ギブ 細　谷　　　智（音白）
3-5 フオグランド　ドリーム　アイオーン　マルテデイー 五十嵐　大　地（音白） 12部 3-1 ミステイ　サン　ブルー　ハーバート 松　下　雅　幸（鶴居）
3-6 ダツチランド　ルーベンス　アランド　ＲＥＤ 増　田　一　真（鶴居） 13部 1-1 マチムラ　アールチエ　ヒカリ　パワー　ジヨデイ 松　下　雅　幸（鶴居）

５部

1-1 ＯＰ　オラホーム　Ｔ－ＯＦＦ　レオノア 植　田　紘　史（鶴居）
14部

2-2 ヘイチヤン　ゴールドウイン　クライスラー 伊　深　洋　平（音白）
2-4 ライズアツプ　サム　マーシヤー　アイオーン 芳　沢　顕　一（音白） 3-2 アドミラル　カリスマ　エース　 松　田　浩　二（音白）
3-3 ウツズスター　テキーラ　アレキサンダー　ローズ　ＥＴ 林　　　稔　幸（音白） 15部 1-1 ＯＰ　オラホーム　チヤンピオン　レオナ 植　田　紘　史（鶴居）
3-5 ヒシヌマフアーム　Ｓ　ダンデイー　アイデアル ㈲菱沼ファーム（鶴居）

16部
2-1 ＩＮＤ　ダーハム　タント　ＥＴ 細　谷　　　智（音白）

3-6 ＶＳツリー　アイコール　ララミー　ジヨイ 對　木　賢　雅（音白） 2-2 ＨＳＹ　カツト　アーロン 細　谷　　　智（音白）

６部
1-1 ヒンペル　ＡＫＢＮ　４０８０　アイオーン （農） 清 和 農 場（鶴居） 3-1 マキシム　スイーテイー　オフエリア 伊　深　洋　平（音白）
2-1 ヘイチヤン　ベツス　ＤＭ　アイオーン 伊　深　洋　平（音白） 17部 2-1 トリプル　セプテンバー　ブローカー 細　谷　　　智（音白）

八
月
十
日
、
白
糠
町
和
天
別
、
旧
河
原

小
中
学
校
で
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年
部

音
白
支
部
及
び
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
共
催
に
よ
る

農
村
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

年
一
度
、
白
糠
町
と
音
別
町
の
部
員
及

び
ご
家
族
の
方
々
な
ど
が
集
い
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
な
か
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

夜
に
は
焼
肉
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
行
な

わ
れ
、
情
報
交
換
を
計
り
つ
つ
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
余
興
と
し
て
、
子
供

花
火
大
会
や
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
、

う
ま
い
棒
早
食
い
大
会
な
ど
が
行
な
わ
れ

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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ドラムサークルで交流（釧路管内ＪＡ女性部員交流会）

ドラムサークルで親睦を深めました。

部員達は、楽しみながら打楽器を演奏!!

八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
、
当
Ｊ

Ａ
本
所
及
び
白
糠
支
所
で
全
職
員
を
対

象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所 

山

崎
孝
浩
主
査
を
講
師
に
招
き
、「
Ｊ
Ａ

に
お
け
る
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
後
を
絶
た
な
い
企

業
不
祥
事
の
根
絶
を
目
指
し
、
法
令
・

規
則
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
事
、

ま
た
具
体
的
な
例
を
参
考
に
、
不
正
を

発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
未
然
防
止
対
策

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
研
修
会
等
を
継
続
し
て
実
施

し
、
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
開
催

八
月
三
日
、
釧
路
全
日

空
ホ
テ
ル
で
、
釧
路
管
内

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内　

各
Ｊ
Ａ
の
女
性

部
員
・
子
供
・
関
係
者
合

わ
せ
て
六
十
九
名
、
う
ち

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
三
十

六
名
（
子
供
八
名
含
む
）

が
参
加
し
、
ド
ラ
ム
サ
ー

ク
ル
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。（
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル

と
は
…
み
ん
な
が
輪
に
な

り
即
興
的
に
打
楽
器
な
ど

を
演
奏
。
参
加
者
が
一
体

感
を
感
じ
、
楽
し
い
時
間

を
共
有
、
人
々
の
心
の
扉

を
開
き
、
協
調
性
を
促
進

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

部
員
達
は
、
札
幌
ド
ラ
ム

サ
ー
ク
ル
・
ス
タ
ッ
フ
指

導
の
も
と
、
楽
し
く
楽
器

を
演
奏
し
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
終
了

後
は
、
昼
食
会
が
行
な
わ

れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か

れ
て
他
の
Ｊ
Ａ
部
員
た
ち

と
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
意

見
交
換
な
ど
を
行
な
い
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

一
番
草
収
穫
後
の
牧
草
地
を
観
察
し

て
み
る
と
、
ギ
シ
ギ
シ
が
目
立
つ
ほ
場

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ギ
シ
ギ
シ
は
経
年
株
が
多
く
な
れ
ば

結
実
し
た
種
子
が
ほ
場
に
落
ち
、
そ
の

後
だ
ら
だ
ら
と
発
生
す
る
た
め
、
数
年

か
け
て
防
除
し
な
け
れ
ば
減
ら
す
こ
と

で
き
な
い
強
害
雑
草
で
す
。

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
低
下
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
来
年
の
良
質
サ
イ

レ
ー
ジ
づ
く
り
の
た
め
に｢

今｣

防
除

を
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
時
期

ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
は
、
薬
剤
を
使
い

ま
す
。
使
用
で
き
る
薬
剤
は｢

ア
ー
ジ

ラ
ン
液
剤｣

と｢

ハ
ー
モ
ニ
ー
₇₅ 

ＤＦ
水

和
剤｣

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

使
用
に
は
北
海
道
の
防
除
ガ
イ
ド
に

基
づ
き
、
用
法
・
用
量
を
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
（
表
）。

二
　
ア
ー
ジ
ラ
ン
液
剤
の
特
徴

秋
散
布
後
は
ギ
シ
ギ
シ
が
黄
化
す
る

の
み
で
す
。
翌
春
徐
々
に
枯
死
し
ま
す
。

三
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
₇₅�

ＤＦ
水
和
剤
の
特
徴

気
温
が
高
い
時
期
に
散
布
可
能
な
薬

剤
で
す
。
散
布
後
比
較
的
早
く
効
果
が

現
れ
、
枯
死
す
る
様
子
が
は
っ
き
り
し

ま
す
。
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
や
ア
カ
ク
ロ
ー

バ
に
薬
害
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
使
用

の
際
は
マ
メ
科
牧
草
の
減
少
も
考
慮
し

て
く
だ
さ
い
。

四
　
散
布
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

ス
プ
レ
ー
ヤ
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
、
北
海
道
農
業
公
社
へ
の
作
業
委
託

が
可
能
で
す
。
料
金
な
ど
詳
し
く
は
北

海
道
農
業
公
社
（
電
話
〇
一
五
四

－

二

二

－

一
五
三
八
：
事
業
課
）
ま
た
は
、

各
農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
後
、
そ
の
跡
が
裸

地
化
し
ま
す
。
草
地
更
新
か
ら
間
も
な

い
ほ
場
は
、
牧
草
株
の
充
実
を
期
待
し

ま
す
が
、
経
年
草
地
や
裸
地
が
多
く
な

っ
た
場
合
に
は
牧
草
の
追
播
も
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

雑
草
の
少
な
い
原
料
草
は
、
発
酵
品

質
が
良
い
サ
イ
レ
ー
ジ
に
な
り
、
乳
牛

の
嗜
好
性
向
上
・
生
乳
生
産
量
の
増
加

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
防
除
を
お
勧
め

し
ま
す
。

（
平
成
二
十
四
年
八
月
）

ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
を
し
よ
う
！

●�

ギ
シ
ギ
シ
の
葉
が
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
に
な
っ
た
頃
が
薬
剤
散
布
の
タ

イ
ミ
ン
グ
。

●�

秋
遅
く
と
も
十
月
中
旬
ま
で
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

ハーモニー75DF水和剤
散布後の様子

アージラン液剤秋散布後
の翌春の状態

除草剤散布の様子

表　夏以降の防除薬剤一覧

商 品 名 有効成分名及
び含有量（%） 使用方法及び使用時期 10a当たり使用量

主な対象雑草
使用上の注意事項 使用

回数ギシギシ類
経年 実生

アージラン
液剤

アシュラム
37.0%

雑草茎葉散布
　・秋処理
　・ギシギシ類の栄養成長期
　・10月上～中旬

草地（新播）
200 ～ 300ml ○ ○ １　夏・秋期は種草地への散布はさける。

２　当年はギシギシ類の黄化のみで翌年春に枯死する。
３　北海道での秋期散布は、最終採草後に行う。
４　散布後７日間は放牧を行わない。

1
草地（経年）
300 ～ 400ml ○

ハーモニー
75DF水和剤

チフェンスル
フロンメチル

75.0%

草地（新播）雑草茎葉散布
　・夏は種牧草定着後
　・ギシギシ類の草丈20cm以下

0.5 ～ 1.0g
（散布水量100㍑） ○

１　クローバに対する薬害が著しい。
２　 夏処理についてはイネ科牧草についても生育抑制がみられることが

あるが、夏期高温時の薬害の程度はアシュラム剤に比べて少ない。
３　 本剤散布後21日間は採草及び放牧を行わない。
４　 散布後の飛散や流出によって有用植物に薬害が生ずることのないよ

う十分注意して散布すること。
５　 本剤散布に用いた器具類はタンクやホース内に薬液が残らないよう

使用後できるだけ早く専用の洗浄剤でよく洗浄し、他の用途に使用
する場合、薬害の原因にならないように注意する。

1
草地（経年）雑草茎葉散布
　・夏及び秋処理
　　（採草21日前まで） ３ｇ ○ ○

※Ｈ₂₄ 北海道　農作物病害虫・雑草防除ガイドより抜粋
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※�JA共済�
フォルダーとは…

ご契約者さまの共済契約をひとつにまとめて管理することができる便利なサービス
です。ＪＡ共済フォルダーにご登録いただくと、共済契約を一元管理しているので
住所変更、電話番号変更、氏名変更、共済掛金振替口座の変更について、ＪＡ窓口
での異動手続きをスムーズに行うことができます。また、暮らしに役立つＪＡ共済
の情報やサービスのほか、ご契約の状況を毎年お受け取りになれます。

5



6



■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

̶
V
O
L
・
60̶
平
成
24
年
₉
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□  釧路ホルスタイン共進会で、当ＪＡは好結果を残すことが出来ました。出品者
の皆様方はもちろん、各関係者の皆様方全員の力を結集した結果が今回の好
結果につながったものと思います。今後の更なるご活躍をご期待申し上げます。

□  今年の粗飼料収穫作業も大詰めとなります。これから収穫される飼料用トウ
モロコシの出来が、今後の生乳生産の伸びにも大きく影響するものと思われ
ます。農作業事故には十分気を付け、良質粗飼料の確保に向け取り組んでま
いりましょう。

■平成24年度 　生乳生産実績（8月）
月計乳量（kg） 8月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ₈，₄₂₀，₃₇₃．₇ ₁₀₁．₇ ₄₂，₇₈₉，₆₉₃．₈ ₁₀₁．₅
（鶴居地区） ₂，₉₀₅，₇₂₀．₇ ₁₀₄．₉ ₁₄，₅₈₀，₈₅₄．₁ ₁₀₅．₄
（幌呂地区） ₂，₁₅₅，₇₆₆．₈ ₉₇．₆ ₁₁，₀₅₇，₃₀₀．₅ ₉₈．₀
（白糠地区） ₁，₈₉₉，₆₆₀．₆ ₉₈．₁ ₉，₇₆₆，₅₁₂．₉ ₉₇．₃
（音別地区） ₁，₄₅₉，₂₂₅．₆ ₁₀₇．₁ ₇，₃₈₅，₀₂₆．₃ ₁₀₅．₄

管 内 計 ₄₅，₇₈₆，₇₈₁．₂ ₁₀₁．₇ ₂₂₈，₇₉₀，₀₇₉．₂ ₁₀₁．₀
（前年度管内計） ₄₅，₀₃₇，₂₂₅．₄ ₂₂₆，₄₅₁，₇₅₇．₄

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年９月１日現在

□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12 ヶ月） ３００　　　～　　　２５０

初　　　　妊 ５２０～４９０ ４９０～４５０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５０　　　～　　　３００

４ 産 ～ ５ 産 ３００　　　～　　　２５０

初生とく  24年９月10日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ ～ ７０㎏ 都度協議

４５㎏ ～ ６０㎏ ５５０円/㎏

４０㎏ ～ ４４㎏ ４５０円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年８月７日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 592頭 589,050 64,050 372,890 285 1,309 

去勢 838頭 582,750 175,350 446,102 302 1,475 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
８月定例理事会　平成24年8月20日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．７月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．根釧合同ＪＡ常務参事会海外視察研修について

付議事項�
議案第１号　—融資の承認について
議案第２号　—全国酪農業協同組合連合会への出資につ

いて
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．役員視察研修について
２．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
杉　山　　　渚
白糠支所 家畜改良課 家畜改良係　８月₃₁日をもって退職しました。

辞 令 発 令 氏　　名 異 動 後 異 動 前

平成24年9月1日付 佐 藤　 千 鶴 白糠支所　営農販売課　販売係兼営農係
兼家畜改良課家畜改良係 白糠支所　営農販売課　販売係兼営農係


